
昭和40年7月20日発行

発行所
遠　賀　町　役　場

編集発行
道上殴町庶務課

副目刺新

治牢固印刷合資会社

、7　　　∵諒磐驚韓墜翳轡琴懸i： ∴ぷ〝　　　　∴　　一　∴「∴㌧∴ 　　　　　　ー●一°一一一ノ／一一．‾ 

一∴「．．：　∴土で 

燭 pi3＼㍍ �’／　ヵ事， 二千 ∴‾．∴言上 �享も 

∴ 翼　　＿総 � � 

統率i∵1圏域滋子∴∵言霊 
撥「，． ∴∴：　∴∴ �� 

．．∴一i＋ 亨eeSS蹄 ��r一・ 

∴ �′ 

■∴∴ ∴．毒： 

（1）

元気なこどもたち。この子たちのしあわせのためにも、明

るい棲みよい社会をつくることがおとなのつとめです。

し
あ
わ
せ
の
た
め
に
明
る
い

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

がんお譲町

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

期
間
　
自
七
月
－
自

室
七
月
三
十
一
日

一
、
趣
旨

社
会
を
明
る
く
す
る
遊
動
は
、
す
べ

て
の
図
度
が
犯
罪
の
鴎
止
と
輝
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
坐
に
つ
い
て
地
織
を
深

め
進
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
板
に
お
い
て

力
を
合
せ
犯
餅
の
な
い
明
る
い
社
会
を

ま
す
子
つ
と
す
る
全
国
的
な
堪
動
で
あ

る。二
、
重
点
目
標

意
力
の
排
除
と
翼
型
保
盛
の
強

化
」
地
域
社
会
に
お
け
る
暴
力
排
除
の

機
通
を
一
層
高
め
暴
力
犯
効
、
と
く
に

組
織
塊
力
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
と

し
、
あ
わ
せ
て
全
国
民
の
理
解
と
協
力

の
も
と
に
こ
れ
ら
の
組
織
暴
力
の
温
床

と
な
る
非
行
少
年
に
重
点
を
軽
さ
つ
つ

広
ノ
・
社
会
に
複
帰
し
よ
う
と
す
る
も
の

に
対
す
る
更
集
保
護
の
強
化
緻
膿
を
は

か
る
も
の
と
す
る
。

夏
の
青
少
年
を
守
る
運
動

遠
賀
町
育
少
問
題
協
緩
会

期
間
　
自
七
月
二
十
日

至
八
月
三
十
一
日

夏
期
休
暇
も
迫
っ
て
く
る
と
と
も
に

海
水
浴
、
登
山
な
ど
諦
少
年
の
野
外
で

の
活
動
の
桟
会
が
多
く
な
り
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
事
故
が
発
生
し
た
。
食
紅
活

の
変
化
に
と
も
な
っ
て
餞
磐
違
す
る

こ
と
を
多
く
な
り
勝
ち
な
の
で
、
こ
の

轍
誠
を
進
め
杜
金
環
理
の
浄
化
請
少
年

の
事
故
防
止
な
ち
び
に
非
行
防
止
を
は

か
り
本
町
誼
少
年
の
健
全
な
蔚
成
毛
期

し
た
い
の
で
関
係
機
関
、
諮
節
体
、
町

民
の
皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
書
目
に
の
っ
と
り
五
月
か
ち
鹿

醐
さ
れ
て
い
る
　
「
愛
の
一
宮
運

動
」
　
賜
暇
五
q
T
H
発
行
町
軸
の

通
り
本
運
動
期
間
中
も
実
施
強
調
し
て

い
た
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
施
事
攻

つ
き
の
膏
少
年
を
兄
た
ら
持
ん
な
で

せ
め
て
こ
れ
だ
け
は
、
つ
き
の
噴
飯
で

蓑
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

1
明
る
い
家
歴
職
場

お
手
つ
だ
い
や
仕
草
、
よ
い
こ
と

を
し
て
い
る
揺
少
年
を
見
た
ら

「
よ
く
や
る
ね
、
い
い
子
だ

ね
、
あ
り
が
と
う
」
　
㍉

2
公
徳
心
の
祐
劫

▽
公
閲
や
陳
、
公
衆
の
塙
で
公
衆
道

徳
を
守
ら
な
い
楢
少
年
を
鬼
た
ら

▽
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
い
る
稀
少

空
寛
た
ち

「
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ

う
ね
」
「
よ
い
）
／
圭
を
し
た
ね
」

3
揮
故
駒
止

▽
攻
適
期
剛
を
守
ら
な
い
督
少
年
を

見
た
ら

▽
危
険
な
揚
所
で
遊
ん
で
い
る
斎
少

を
見
た
ら

「
規
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
ね
」
　
「

こ
こ
で
遊
ん
で
は
危
険
で
す
よ
」

4
非
行
肪
止

▽
夜
遊
び
を
し
て
い
る
高
少
年
菟

た
ら

▽
酒
、
た
ば
こ
、
睡
眠
薬
を
の
ん
で

い
る
青
少
年
を
見
た
ら

「
豆
く
ね
摺
り
案
の
人
が
心
配

し
て
い
ま
す
よ
」
「
そ
ん
な
も
の

を
の
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
」



第60号

参議院議員通常選挙結果

去る7月4日執行された二、第7回参議院議員

通辞遊楽は、当町の一部‾耐ま、あいにく田植期

と亜なり、ただでさえ関心が低い参讃院議昌選

挙について、更に投票率も低下するのではない

かとの関係名の心配もありましたが、薬玉退院避

准執行75周年、普通遊撃制度確立40周年、婦人

参政権確立20周年等の記念すべき年に当り、有

権者各自の選と挙に対する自覚と認識が高まった

た社）か、投票率も前回昭和37年の参議院選挙を

上回る六七・九号′。、（37年は五六・八郎）と約一

〇㌢了上昇しました。

しかしながら折角の沌き一票も、一寸した＝不

法患（地方区と全国区の蓄き遇い）等のため無

効票となったものが相当数あったことは残念に

思われます。

因みに参考までに今回の参議院選挙の得票状

況イ写選挙結果をおしらせします○

開票の結果（地方区）屈幽項

党∴∴派i模i　補∴者l待∴菓∴数
i

器浩霊
白廓民主党

自　由民主党

「1本社会党

公∴∴明　　覚

鋤　木　享∴弘

柳田桃太郎

小　野　　　明

大　橋　観　桜

扱∴票∴総∴数　　　3，512票

上記の内
訳　効穀′票

無効投　票

3，314

198

面　積　　お　　ん　　が

開　票iの　結　果　（全国区）届出顧 

党派車禰者氏名陳雛派I ����候補者氏名轟票劾 

自民 �南云‾言下了TJ ��社 � �10 6 
譲葉轄最計 ��3 4 �自民 祉 �加藤∴陽ニ 松本治一郎164 山本すぎ10 八田一朗Il 
公 �矢追∴秀∴彦 ∴　中∴ �3 3 �∴詰 

自民 鯨 ノ；ヽ �新∴居∴五郎 小田俊∴与 麟∴虎i遜 �年 �自民 熊 民 

公 民社 無 論 �宮∴麟」に 塞∴∴∴政七 申峠∴国夫 赤尾∴∴∴緻 �1 9i 1， 4i �自 社 自民 ク 

社 自民 �山本伊三郎 徳永正利 �雪中 71 8！ �ク 社 �　　464 費廣守之劉9i7 

ク 公 �山木茂一郎 隷∴柳　明 �畠 4 �黄 塵 憮 �須∴藤∴五∴郎二 葉欝葵議日常 下村∴∴∴定8 大倉∴揃一10 11 

クI原，田　立 民社中野源二郎 ��幼0 20 1iie 

自民 韻 自民 �けいのとしお 岡本整∴維 白壁；村∴何泊 �5． 138 1． 21 ��うりつ　　　浦 �11 4 30 

ク碓原露∴茂 自民玉置∴和郎 ク米田：i文 ク内藤∴溢三郎 社かまくら繁光 諸古賀一 ク【湊∴野哲∴夫 内田芳郎 ��55 82 10 �ー自民 懐 �繭　　　玉，俊 �22 9 2 

1倍 �秘 旧民 �京間光治 金丸龍夫 �34 39 

58 8 1 5 �ク 無 【 ��16 063 2． 

山　下　敏　男 
自民 ク 無 ク 杜 ク �　プ 大谷よし経 秋本明子 宵山雑∴彦 同異∴板∴叢 野上元 �4 2 �高氏 公 �　　　8で0 岡本　傍－i館． 小平井作　2 

113 �旧民 無 �本田巌平 石本しける �4 恋 2 
3 2 �1，滴 ノヽ �鴨∴固∴徳一 　　節i姦 

無 自民 ク 鰊 自民 �一枝∴谷長：次 高∴野一夫 機∴山フク 井沢武 小林沌 �32 �：［ヾ 上土 �多田i 鈴木　元 �2 

19 2 線 �庸民 底杜 自民 �封∴肉　一　郎 �118 12 

6 

3 18 9 �i 息 �間 　600 山田てつ一10． 　841 岡∴中∴寿美子16・ 片山武∴芙8 

26 326 30． 2 3 1 �祉 �1 �14 

無 高 」警 �一条∴世∴勤l ：∴∴ 

昭和40年7月20日　発行　　（2）

縮l候補者氏名擾姻 ��毀票総数　　3，512 

無l安楽熊封　訂 

：∴： � � 
088 1・1… � 

党派別　得票状況

党∴∴派 �全　国　区 ��地　方ii区 待掴言吊： ��盲遠国率 
i 自民党 �　550 1，7鴇， �　％ 55．11 �1，758 �／郷 53． 

社　会　党 �181 761， �23．92 �朗蛤 �25．5 

公∴明∴党 �　eoO 荻蛤， �8．品 �接姪 �10．11 

米　産　党 �】お2 �7．29 �1 1295 1 1 1 ∴ �8裏1 2．4 

無∴所∴屈 �　68 98． �3・101 　く 

民　社　党 �53 �1．釘l i 

諮∴∴∴派 �129 17． �0子 

投票状況の比較

昭和40年参議院 ��邁諺 

i有権番数申開教購 ���有権者数毀襲総数† ��投票率 

描 ��1，499 �　形 63． �a �1， �⑮． 

1，502 �50． �2，7 �1，－／ �（漁． 

2，蝕5 �56． �5，：独2 �3，512 �（請． 
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第60号（8）

町
有
財
産
（
宅
地
）
売
却
公
告

有
財
軽
を
次
の
と
お
り
一
般
競
年
入

札
に
よ
り
先
卸
し
ま
す
。

己

－
、
売
却
物
件

1
所
詑
　
遠
類
聖
十
虫
牛
津
東
町

2
種
目
及
び
数
量

宅
地
面
壁
ハ
」
－
ハ
一
箪
一
七

八
区
画
（
区
画
園
を
頗
）

二
、
入
札
場
所
遠
賀
町
役
楊

三
、
入
札
及
び
腕
枕
の
日
時

1
入
札
は
昭
和
0
0
年
8
月
ュ
0
日

午
後
3
時
か
ら

2
閑
札
は
入
札
終
了
後
重
ち
に
行
う

四
、
入
札
診
加
申
込
受
付
楊

所
及
び
目
時

通
算
町
役
場
財
政
係
で

8
月
9
日
5
時
ま
で

五
、
入
札
保
証
金
及
び
契
約

保
証
金

入
札
人
は
、
入
札
の
際
入
札
見
穣

価
格
の
百
分
の
十
以
上
の
現
金
を

入
札
保
証
金
と
し
て
町
に
納
入
す

る
こ
と
、
な
お
契
約
保
証
金
に
つ

い
て
も
落
札
価
格
の
百
分
の
＋
以

上
の
現
金
室
賀
契
約
の
瞭
納
入

す
る
こ
と
（
8
月
1
7
日
契
約
）

六
、
入
札
保
証
の
金
婚
原

落
札
人
が
琵
買
契
約
を
締
結
し
な

い
と
き
は
入
札
保
証
金
は
町
に
帰

属
す
る
。

七
、
売
買
物
件
の
引
渡
し
の

時
期売

買
代
金
完
納
後
速
や
か
に
行
っ

八
、
現
場
説
明

昭
和
4
0
年
8
月
1
0
日

午
後
1
時
現
地
集
合

九
、
そ
の
他
の
事
項

1
他
人
の
代
理
人
と
し
て
入
札
参
加

す
る
も
の
は
、
当
該
代
撃
竃
す

る
委
任
状
曇
す
る
こ
と

2
入
札
人
は
、
入
札
当
日
入
札
保
放

念
及
び
印
鑑
を
詩
拳
す
る
こ
と
。

福
岡
県
人
事
委
賞
金
で
は
、
次
の
要

領
で
第
2
1
回
福
岡
搬
簿
架
官
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
要
唆
さ

れ
る
よ
っ
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

謁

1
採
用
予
定
人
員
　
約
三
〇
〇
名

主
霞
資
格
∴
調
和
ュ
4
年
4
月
2
日
か

ら
賦
和
お
年
4
月
1
門

ま
で
に
生
れ
た
男
子

（
学
歴
は
問
わ
な
い
）

3
第
1
次
試
験

〇
日
　
晴

○
域
∴
所

○
方
　
法

○
全
線
発
表

4
第
2
次
試
験

○
日
　
時

○
場
　
所

○
方
　
法

開
和
4
0
年
8
月
2
2
日

福
岡
市
、
久
留
米
市
、

飯
塚
市
、
北
九
州
市

教
養
試
験
、
身
体
、
体

力
検
査

棚
和
0
0
待
8
月
2
5
日
頃

朗
和
釦
年
9
月
2
日
又

は
3
日
（
第
1
次
試
験

合
梯
者
に
通
知
）

福
岡
纂
藁
体
商
館

作
文
斌
験
、
口
述
試
験

身
体
横
森
、
指
紋
採
取

5
最
終
合
格
発
表昭

和
的
隼
1
0
月
中
旬

6
受
験
の
申
込
み

○
申
込
先
　
福
岡
県
大
軍
萎
貴
会
特

務
局

○
申
込
期
間
　
弼
租
柳
年
7
月
窮
円
か

ら
周
8
月
ュ
4
串
ま
で

○
そ
の
他

申
込
用
紙
の
請
求
及
び
試
験
に
つ

い
て
の
問
合
わ
せ
は
、
福
岡
螺
人
事

委
員
会
謹
篤
、
ま
た
は
福
間
娠
警

察
本
聾
務
談
（
穏
聞
損
庁
内
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



第60号

稲の時期別用水量の比率

的∴∴期∴∴洲　0　5　10　15
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月　日）iil

活∴着i　期（7．1－7．10）

有効Ijケツ難（7．10－7．25）

無効分ケツ期（7．25－8．5）

分ケン減退期（8．5－8．15）

幻聴細潤し8・15‾8・勧i

釈∴手写∴裸（8．務－9．5）」

冊郡凋（9・5－9・1坤‾

嵩塞前側（9．15＿9．鮪）l－

15　　＿仁　9　8　7　6
日∴∴i有J fillIlil

一
一
今
月
は
、
固
定
資
産
税
第
2
期
分
の

一
言
期
限
7
月
2
6
日

一
一
　
　
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

1
手
工
・
日
子
寸
言
目
上
、
‖
i
l
・
子
は
日
日
日
印
1
筆
圧
＝
＝
＝
1
－
㌦
小
目
日
日
〓
一
ヽ
い
け
日
日
〓
叫
べ
・
‖
－
i
・
十
・
日
＝
‖

戦
傷
病
者
の
祷
装
具
支
給
（
修
理
）
及
び

更
生
医
療
の
巡
回
相
識
に
つ
い
て

戦
傷
病
者
特
別
擦
趨
法
に
擾
つ
き
、
　
　
　
己

今
般
次
の
日
程
に
よ
り
昭
和
伽
年
度
の
　
1
日
∴
栂
8
月
2
7
日

巡
回
栖
－
霜
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
∴
∴
∴
∴
互
読
1
0
時
～
牛
後
4
栂

聖
者
は
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
　
2
場
∴
所
　
八
幡
区
役
所

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
3
輿
何
畳
戦
傷
痛
者
手
張
、
印
篭

がんお萩町

I
赤
ち
ゃ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
ー

毎
月
第
二
月
躍
口
は
、
乳
児
相
－
需
で
す
が
、
8
月
ュ
6
日
の
乳
児
相
談
は
、

都
合
に
よ
り
中
止
い
た
し
ま
す
。

な
お
9
月
は
喜
寧
し
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
参
加
十
さ
い
。

城
案
件
か
ち
考
へ
「
欄
干
L
L
を
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
水
の
か
け
引
き
及
び

前
後
の
館
葉
詰
廟
を
縞
て
な
け
れ
ば

な
ち
な
い
。

そ
の
一
つ
の
描
裾
と
し
て
七
月
一

l
i
i
I
の
用
緋
で
L
月
二
六
・
七
日
頃
が

有
効
分
ケ
ツ
＝
窪
簸
と
な
る
の
で
、

二
・
囲
I
D
の
撒
布
は
纏
ね
七
月
二

万
・
六
日
頃
よ
り
七
月
一
杯
と
す
る

（
冠
水
用
は
や
や
通
れ
る
）
二
・
四

I
D
版
前
後
吉
永
を
入
れ
、
八
月

－
五
頃
よ
り
八
月
八
日
頃
ま
で
冊
子

し
素
行
な
う
、
そ
の
程
度
は
間
融
に

硝
刷
れ
が
し
て
や
や
足
跡
が
残
る
程

度
で
あ
る
が
、
砂
肝
地
帯
で
水
持
ち

の
遭
い
水
川
は
控
へ
日
に
す
る
が
そ

の
他
の
碑
は
醸
成
に
行
う
必
要
が

窒袈・

ある。

2
水
の
潮
排
水
に
つ
い
て
は
永
勧
系
統

が
ニ
ー
ニ
ケ
高
説
ま
た
は
そ
れ
以
上

に
ま
た
が
る
用
宗
が
詰
る
の
で
極
印

の
開
聞
に
つ
い
て
は
、
間
保
地
域
全

体
の
動
向
に
よ
°
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
関
係
濫
読
裳
、
市
債
孝
は
宮
前

に
作
表
許
繭
L
L
前
月
L
一
読
同
排
水
の

〓
椋
貴
酬
着
帯
立
す
る
。

3
溜
池
川
来
聴
同
一
主
は
つ
の
恐
れ
が

あ
る
地
帯
は
上
目
一
十
日
か
ら
八
月

十
日
頃
ま
で
和
白
伏
木
を
あ
ま
り
必

要
と
し
な
い
の
で
椋
の
用
水
成
増
を

行
い
、
幼
煎
薬
＝
前
期
（
八
月
十

日
）
靖
か
ち
出
叛
朝
生
に
か
け
て
重

点
蘭
に
湖
水
す
ら
よ
っ
コ
ン
ト
ロ
ー

ルする。

お
そ
ろ
し
い
日
本
脳
炎
が

流
行
を
は
じ
め
ま
し
た

夏
の
恐
ろ
し
い
伝
染
病
、
日
本
脳
炎
が
流
行
の

き
ざ
し
を
見
せ
は
じ
め
ま
し
た
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
∪

」
〈
」

症
　
状

ほ
と
ん
ど
前
躯
症
状
な
く
突
然
三
九

度
～
四
〇
腿
の
高
梁
、
融
姉
、
思
讐

吐
き
気
、
下
軸
な
ど
を
起
し
ま
す
。

融
は
一
高
日
頃
よ
り
き
ち
に
高
ま
り

そ
の
後
、
け
い
れ
ん
、
演
説
置
告
が
お

こ
り
ま
す
。

死
亡
′
羊
は
「
O
I
互
°
劣
に
達
し
結

っ
て
も
手
足
の
マ
ヒ
、
′
読
障
雷
、
知

能
整
‥
な
ど
の
後
述
滝
壷
の
こ
し
ま

す。
発
病
は
免
疫
力
の
な
い
子
供
、
老

人
、
過
労
、
師
眠
不
足
な
ど
、
体
力
の

お
と
ろ
え
た
人
に
多
い
。

予
防
方
法

1
予
防
注
射
を
す
る
こ
と
。

2
妓
「
コ
カ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
」
が
生
患

し
て
い
る
裳
型
下
水
溝
、
沼
な
ど

の
二
軍
駆
除
を
行
な
っ
こ
と
。

3
過
労
を
さ
け
て
、
粍
拾
、
暴
飲
暴
食

を
つ
つ
し
む
こ
と
。

4
日
申
ほ
っ
と
め
て
旧
主
を
か
ぶ
り
、

直
射
日
光
を
さ
け
る
こ
と
．

稲
作
は
、
ま
づ
土
用
干
し
か
ら

－
　
用
水
管
理
は
共
同
で
　
－

1
今
年
は
七
月
七
・
中
旬
の
天
保
が
や

や
不
順
な
た
め
軟
弱
徒
長
気
味
の
威

請
を
し
て
い
る
、
し
か
し
七
月
下
旬

か
ち
八
月
上
旬
に
か
け
て
出
揃
の
成

誇
相
が
栄
樵
成
長
か
ち
生
組
成
表
に

移
関
す
る
時
期
で
あ
り
、
本
町
の
土

7
月
（
文
月
）
北
路
（
は
す
）

如
白
　
海
の
記
念
日
、
要
土
用

中
旬
　
大
湊
納
涼
、
那
珂
川
川
聞
き

北
大
大
全
－
福
岡

プ
ロ
野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ

ーム

2
3
日
　
大
場

下
旬
　
朝
日
金
時
投
薬
近
大
金

字
桂
皮
休
み
始
ま
る

8
月
（
葉
月
）
柁
踏
（
ゆ
り
）

1
日
　
国
艮
措
決
の
‖

3
日
　
旧
し
夕
飾
付

中
旬

明
後
川
佗
火
大
会
（
5
－
6

日）広
場
原
煉
記
念
目

白
I
O
i
r

立
秋

長
崎
原
爆
記
念
日

関
目
秦
棋
聖
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
技
大
会

月
お
く
れ
盆
、
灯
窺
流
し

終
戦
拒
食
日

金
圃
高
校
野
球
荘
子
施
大
会

囲
鯨
（
甲
子
園
）


